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学位論文審査の要旨 

 

 

博士の専攻分野の名称：博士（保健科学）    氏名：長 谷 川 直 哉 

 

審査委員 

主査 教授 境  信 哉 

副査 教授 浅 賀 忠 義 

副査 准教授 寒 川 美 奈 

  

 

 

学位論文題名 

視覚および聴覚のフィードバック練習による動的バランスの学習効果に関する研究 

 

当審査は平成３０年１月２４日実施の公開発表にて行われた．（出席者５８名） 

 

立位バランスの改善を目的とする練習方法として感覚フィードバックを用いた練習が臨床場面

で一般的に行われている．しかし，その効果の多くは静的バランスや視覚フィードバックの練習

の即時的もしくは練習中の効果を示したものであり，随意的に荷重を移動させる動的バランスや

他の感覚様式との効果の比較，学習効果の検討は行われていない．また，両上肢での運動課題に

おいては視覚フィードバック練習後にフィードバックを除去して学習効果を検討することで，運

動パフォーマンスが低下し，増大フィードバックの ”guidance hypothesis” による学習効果の低

下が示された．一方で，聴覚フィードバックを用いた練習では学習効果が保持され，”guidance 

hypothesis” の影響を抑制する可能性が示された．したがって，姿勢バランス課題における感覚

フィードバック練習の感覚様式の違いが学習効果に与える影響は未開拓の分野で，今後の発展が

待たれている状況にある． 

 

本論文は，随意的に荷重を移動させる動的バランス課題を用いて，聴覚と視覚のフィードバッ

ク練習の学習効果を比較検討することを目的としたもので，フィードバック練習前後のフィード

バック除去後の課題と非介入期間を設けた保持課題で検証を行った．その結果，学習効果の空間

的指標と時間的指標の両方の指標において，聴覚フィードバックを用いた群は練習後の動作パフ

ォーマンスの向上を示し，保持課題においても学習効果を保持し，一方で，視覚フィードバック

を用いた群ではフィードバック除去後に動作パフォーマンスの向上が認められないことを明らか

にした．さらに，空間的指標と時間的指標との間に相関関係があること，視覚フィードバックを

用いた練習ではフィードバック除去後にも感覚フィードバックを基盤とした動作修正を示す細か

い素早い足圧中心の軌跡を明らかにし，視覚フィードバック練習による視覚情報に対する依存度

の増加がフィードバックを基盤とした制御戦略から内的モデルによるフィードフォワード制御に

運動学習の段階が移行するのを妨げ，学習効果の空間的側面と時間的側面の両側面において学習

を阻害した可能性が示唆された．  

以上，本論文は，姿勢バランス課題における感覚フィードバック練習の学習効果に対して，感

覚様式の違いによる影響を示し，聴覚フィードバック練習の有効性を提示した．これを要するに，



著者は，感覚フィードバック練習の学習効果における新知見を得たものであり，感覚フィードバ

ックを用いたより効率的な練習方法の開発やリハビリテーション場面での利用に寄与するところ

は大なるものである． 

よって著者は，北海道大学博士（保健科学）の学位を授与される資格あるものと認める． 


